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「EPO」とは

「EPO；環境パートナーシップオフィス」は、協働
取組を構築・促進する中核的な担い手として、環
境省が環境教育等促進法に基づき全国に設置し
た施設・組織。

「EPO中部」は
富山県、石川県、福井県、長野県、愛知県、岐阜県、
三重県の中部エリアで、SDGsの推進・実践や環
境活動に取り組む皆さんをサポートする環境省
の施設です。持続可能な地域づくりにEPO中部
をご活用ください。
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こんな時はEPO中部へ

3



本日お話しすること
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キーワードはローカルSDGsの

⚫ 地域課題（環境・社会・経済課題）の同時解決
⚫ バックキャスティングとフォアキャスティング
⚫ 多様な主体による協働（パートナーシップ）

具体的な事例（環境省事業）の紹介として
SDGsを活用した地域課題の同時解決事業の事例から

◼ 飯山林福連携事業（2018-2019年度採択）

地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の事例から

◼ 郡上市地域共生圏協議会の取組（2020年度～採択）



5千頭聡氏（日本福祉大学特任教授）の講演をもとに中部地方ESD活動支援センター・原理史（中部大学研究員）が作成

※アジェンダ・・・計画、議事・議題、協議事項、検討課題などと訳されることが多い。
※2030アジェンダ・・・国連持続可能な開発サミットの成果文書「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
2030アジェンダ」。この中にSDGsは整理されている。



6中部地方ESD活動支援センター・原理史（中部大学研究員）作成スライドより



7中部地方ESD活動支援センター・原理史（中部大学研究員）作成スライドより



8中部地方ESD活動支援センター・原理史（中部大学研究員）作成スライドより



ローカルSDGsの事例

EPO中部が実際に
支援を行った取組の紹介
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その前に・・・
ＥＰＯは協働による環境活動・事業を《支援》する

「中間支援組織」である
▼▼▼

EPOにとっての
ローカルSDGsとは
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相互に関連するSDGsの例：ウェディングケーキモデル

https://ippjapan.org/archives/2408
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SDGsでは「環境」が・・・

パートナーシップ

水

エネルギー

インフラ・産業

働きがい・経済
作る責任・使う責任

住み続けられる街

貧困
平和

食

公平・公正

気候変動対処

ジェンダー

海の自然

陸の自然

教育

健康・福祉

環境

社会

※ウェディングケーキ
モデルにEPO中部が
薄墨色箇所を追記

全てのゴールの土
台部分にあるものが
「環境」（biosphere；生
物圏、生命圏）

経済
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環境 森・里・川・海
自然生態系など

社会

経済

暮らし、
伝統文化など

地域の産業
事業者・商店街など

活用

課題を資源に転換 地域の環境問題

活用

ＥＰＯ中部の関わってきたローカルSDGs；地域循環共生圏づくり

地域の
社会課題課題を資源に転換

地域の経済活動、
暮らしや文化が
成り立つこと

▼▼▼
地域資源、自然
資源を守りなが
ら活用すること

▼▼▼
地域の環境が保
たれること

解決

解決

伝
統
産
業

特
産
品
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光
な
ど

伝
統
産
業

特
産
品

観
光
な
ど

地域経済
の衰退

課題の同時解決
が必要／可能

様々な要素が相
互に関連

多様な関係者の
協働が重要

成り立つこと（ナリワイやシス
テムになり得ること）が重要

協働

ＳＤ（持続可能性）

EPOが手伝って
いること

EPOが手伝って
いること



長野県飯山市で活動する任意団体・里

山ウェルネス研究会が取り組む飯山林

福連携事業が環境省の｢同時解決事

業｣に採択され、EPO中部が２年間、

伴走支援を行いました。

飯山林福
連携事業

環境省のSDGsを活用した地域
課題の同時解決事業（ 2018-
2019年度）に採択
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事例その１
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付加価値により
新しい木材加工品を考案

●見た目がきれい；イベント、セレモニー向き
・・・用途の明示で多用途化

●木くずがあまり出ない；汚れにくい
・・・店舗販売、贈答用

●ムシが入りにくい；長期保存に良い
・・・防災用？

●皮むきは慣れると比較的簡単、そして楽しい
・・・障がい者による作業も可能

「飯山ログファイヤー」生産を
林福連携展開できないか

飯山ログファイヤー
丸太の上部を加工して着火スピード
向上。

性能的に向上させたログファイヤー
だが、チェーンソーを扱える人には
すぐにつくれる。

活動エリアの
里山の林業と
人工林
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森林 (もり )づくり （里山保全・林業）と福祉の同時解決

①未利用木材の新しい活用方法、林業家の新たな収入源の確保
②福祉施設入所者等の新しい支援先、支援方法の開発
③里山への地域の関心向上、里山保全へ

地域課題① 里山整備等で出た間伐木材の利用が進まない。

地域課題② 障がい者等の就労支援においては、実習先の確保等が課題。

地域課題③ 冬の期間（積雪期）における林家や林業従事者の収入減少

間伐材の未利用木材商品の付加価値と障がい者支援

林業家と障がい者の自立支援NPOが連携した取組

飯山林福連携事業が目指した地域課題の解決とは

ややバックキャ
スティング？

地域課題の

同時解決を
目指して
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2019年度末時点でEPO中部が整理した内容

バックキャ
スティング
でありフォア
キャスティン
グであり
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里山ウェルネス研究会

林業関係 福祉関係

協力団体

協力団体

長野環境パート
ナーシップ会議

旅行会社（JTB）

ぬくもりの会

長野県保健医療
大学

NPOわおん
（EPO中部・
協働コーディ
ネーター）

飯山林福連携関係図

長野市市民協働
サポートセンター

女子美術大学

長野信用組合
飯山支店

オリパラ組織委員会

観光関係

地域

2021年6月時点の
報告でのステーク
ホルダー関係図

フォレスト
デザイン 事業主体

NPO法人
ここから

なべくら高原
森の家

社会福祉協議会

飯山赤十字病院

一般財団法人

日本森林林業振興
会長野支部

小境・鷹落山麓里
山整備利用推進

協議会

ふじスマイルファーム

信州大学 NPO法人もくり

飯山市観光協会

御宿
飯山館

斑尾高原ホテル・
スキー場

イーウェル

森宮交通

地元商店街・お寺
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ＥＰＯ中部の「活動見える化プログラム」で取組の内容・成果を整理
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＊未利用材を活用したログファイヤーにおける林福連携

＊森林環境を活用した認知症予防及び障がい者の自立
支援改善の取り組み事業

＊観光事業と連携した里山体験における里山改善と健康

里山保全
（体験・モニタリング）

健康づくり
（個人・企業）

＊今後の活動とテーマ（2021年6月26日時点）
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2019年度の台風による浸水被害、雪不足による観光打撃、そしてコロナも乗り越えて・・・



岐阜県郡上市で地域循環共生圏の実
現に向けて、地域の未来像（ローカル
SDGs）づくりに取り組む環境省事業
に選定され、EPO中部が伴走支援を
行っています。

郡上市
地域共生圏
協議会

環境省の地域循環共生圏づくりプラット
フォーム構築事業（2020年度～）に採択

26

事例その２



27

⚫ 協議会設立１年目となる2020年度は、地域
関係者の有志が集まり、地域循環共生圏につ
いての勉強会を４回開催しました。

⚫ 毎回、郡上市内の事業者や地域づくりに取り
組む活動者などが20名ほど集まりました。

2020年度の取組

⚫地域循環共生圏について学びました。
講師：環境省中部地方環境事務所

⚫再エネについて学びました。
講師：太陽光発電の事業者、小水力発電の市内活動者

⚫ “なりたい地域の未来像”（ローカルSDGs）づくり
ワークショップを実施。

WSファシリテータ―：EPO中部

⚫地域ビジネスについての講演とワークショップを実施。
講師：谷中修吾氏（BBT大学教授）
WSファシリテータ―：EPO中部

バックキャス
ティングのため
の未来像づくり
からスタート

地域循環共生圏づくり
を再エネで実現。新し
い地域ビジネスで地域
内にお金の好循環
を！（同時解決）



地域の多様な人材が
参加 し て 『SDGsの
ウェディングケーキ』
を基に、地域の中で守
り、活用すべき地域の
要素を抽出。

第３回勉強会 2020年10月実施

EPO中部のファシリテーションで「ローカル
SDGs」ワークショップを実施。

これを整理し、ヒントにして、事務局
が地域の未来像（環境省事業の通称
「地域版マンダラ」）を作成。
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谷中修吾氏（BBT大学教授）による講演
「縄⽂型SDGsの超絶まちづくり〜⾃然と
共存共⽣する１万年の奥義とは〜」と共

に、「地域ビジネス」のアイデアを抽出す
るワーキングを実施。

第４回勉強会 2020年11月実施

EPO中部のファシリテーションで「地域ビジネス」ワーク
ショップを実施。

ここでの「地域ビジネス」は地域の未来づくり・魅力づくり／
地域課題の解決をビジネスとして（経済性を確保して）展開
する取組であることが前提。
この時の参加者からは、能動的な（自分が行いたい）ビジネ
ス・アイデアがたくさん提示された。
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地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
2020年度末に郡上市地域共生圏協議会がPF事業の成果（地域版マンダラ）として提出した地域の未来像



31

前年度作成した地域の未来像をもとに2021年度は

前年度作成した
地域版マンダラ

観光／アウトドアレジャー
＋

再エネ／ローカルSDGs／サスティナビリティ

できるところから実現を図る

多彩な観光
／アウトドア
レジャー資源
の活用

再エネ

観光拠点・施設
間を結ぶ交通手
段／システムの

確保

観光の玄関
口となる拠点
施設の整備

市内の観光事業者と連携して地域内で経済が循環するローカルSDGs
のシステム（体制・仕掛け）づくりに取りかかる予定
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GUJO OUTDOOR WEEK2021



環境省ローカルSDGs
「地域循環共生圏づく
りプラットフォーム」

サイト
http://chiikijunkan.env.go.jp

こちらのサイトで全国の地域循環共生圏

づくり事業の事例が紹介されています。

2019年度から2021年度にかけて選

定された団体が作成した「地域版マンダ

ラ」（ローカルSDGs／なりたい地域の

未来像）も公開されています。
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http://chiikijunkan.env.go.jp/


EPO中部で構築・作成した

“独自ツール”

いずれもEPO中部ウェブサイトで公開。DLできます。https://www.epo-chubu.jp

36

https://www.epo-chubu.jp/


←
SDGsチェックリスト

ダウンロードして自由に活用
いただけます。

→
活動見える化プログラム

Ｅｘｃｅｌ表から簡単に入力できます。
ＥＰＯがヒアリングして作成することもあります。
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SDGsチェックリストを活用して
うどん屋さんでSDGsワークショップ
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⚫ 2019年8月に、味噌煮込みうどん屋「大
久手山本屋」（愛知県名古屋市）において、
うどん職人、店員、一般参加者等交えた参
加者21名で、3グループにわかれてワー
クショップを実施。

⚫ 「SDGsチェックリスト」を用いた個人ワー
クで取組を共有した後に、グループワーク
用シート（画像左）で他にSDGsに貢献で
きていることがないかグループで話し
合った。

独自ツールを活用した地域支援の例
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① 取り組むことがお金になる（生業になる）ような仕組みにしていく。

② まずは小さなマネージメントではじめて小さな成功を得る。（⇒成果の見
える化につながる。）

③ 事業それぞれに「適切なエリア」が存在することを認識する必要がある
（ビジネス圏域・調達先・販売先としてのエリア設定のあり方）。

④ ステークホルダー（関係者）やプラットフォームの中に経営感覚をもった人
材が必要である。（｢活動｣にもビジネス、マネージメントの資質・感覚が加
わることが重要である）。

⑤ そのほか
➢ 付加価値の掘り起こしや資金調達をいかに行うか。
➢ ステークホルダーの体験共有も重要（データ提示のみでなく視察等
でメリット実感など）。

「
地
域
循
環
共
生
圏
（
ロ
ー
カ
ル

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
に
取
り
組
む
上
で

重
要
な
事
項
と
は

協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
見
を
基
に

Ｅ
Ｐ
Ｏ
中
部
が
整
理

地域循環共生圏づくり、ローカルSDGs推進を支援するため
の検討を行い、“ツール”を作成することに。

※この時点で各コーディネーターは「活動者」である。

協働コーディネーターとの

ディスカッション（2019年度）の結果から
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EPO中部が目指していること,

そして、ローカルSDGsについて学びつつある皆さんにも
ぜひ目指していただきたいこと

2021年11月発行・EPO中部／中部地方ESD活動支援センター
の新リーフレット
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Education for Sustainable Development
＝持続可能な開発のための教育
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七尾市及び能登エリアで、

地域課題に取り組むミッション・ドリブンの企業が増えること、
そうした企業に就職したいと考える若者・地域住民が増えること、

そんな企業・担い手のいる地域だからこそ、
住みたい・住みつづけたいと思う人が増えていく・・・・・・

ローカルSDGsが当たり前になっていく未来で、
好循環の輪がまわりはじめ、拡がりつづけることを期待しています。

本日はありがとうございました。

EPO中部・富田


